
















はじめに 

 我々は,対人関係の基礎が,早期母子関係の中で形成されるという観点から,行動異常児

の早期母子相互作用の在り方について調査を重ねてきた。早期母子相互作用の重要な要因

の 1つである母親の授乳行動と,その環境因子に焦点をあて,昭和 55 年度は,東海大学病院

精神科児童外来を訪れた行動異常を示す子ども達を対象にアンケート調査を行ない,その

結果を第一報として報告した。昭和 56年度には,健常児を対象に同様のアンケート調査を

行ない,行動異常児についての昭和55年度の報告結果との比較検討を行ない第2報とした。

今回は,それらのアンケート調査をもとにして，さらにいくつかの環境因子を抽出しながら

小児の行動異常と乳児栄養方法との関連についての検討をすすめた。 


